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資料 1 既刊「サーラ j の表紙 IT'~~~I

資料2 神戸新聞記事 2011年 11月 16日

「サーラJ創刊 50号

資料3 神戸新聞記事 2011年 8月4日

播州の綿作り支えた技

資料4 神戸新聞記事 2011年 11月 2日

江戸期は綿の産地・加古川の歴史伝える「綿まつり J

IT'~~~I 

資料5 神戸新聞記事 2012年 9月 19日

綿花生産の歴史学ぶ 加古川市立西神吉小学校

地域探検クラブ IT'~~~I 

資料6 神戸新聞記事 2012年 11月 6日

地域探検クラブの児童が綿くり体験 IT~~~I 

資料7 CD 播磨の綿まつり 第 3回 (2011・11・3)第 4回 (2011・11・3)

場所・加古川市加古川町粟津(休耕田)

資料8 CD 加古川市立西神吉小学校地域探検クラブ

02012年 10月 22日 綿摘みと綿の種とり体験

場所・加古川市西神吉町大国

02012年 11月 19日と 11月 26日 紡錘車と糸車で糸紡ぎ体験

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

講師、吉田義弘・吉田ふみゑ・溝口操
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資料 10 加古川市立西神吉小学校地域探検クラブ、の学習プログラム

4 • 5・6年生 9人 担当・原陽一郎教諭 水 野 修 校 長

1回 9月 18日(火) 14時 45分から 15時 30分場所・加古川市西神吉町大国

綿畑の見学 山本徹也先生のお話(郷土史研究) 終了

2回 10月 22日(月) 14時 45分から 15時 30分場所・加古川市西神吉町大国

綿摘みと綿の種とり体験 終了

3回 11月 19日(月) 14時 45分から 15時 30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

綿繰り・紡錘車・糸車を使って糸紡ぎ体験 終了

4回 11月26日(月) 14時 45分から 15時 30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

綿繰り・紡錘車・糸車を使って糸紡ぎ体験 終了

5回 2013年

1月 28日(月) 14時 45分から 15時30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

紡いだ糸を緯に使って機を織る体験

6回 2月 25日(月) 14時 45分から 15時30分

場所・加古川市立西神吉小学校多目的教室

紡いだ糸を緯に使って機を織る体験
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重な史料が、県立歴史博物館〈姫路 戸末期の鑑札で、加古川市内の民家

市)にこのほど寄贈された。綿花か の納塵に残されていた。(宮沢之祐〉

窯斤Fコ

綿繰機の製作道具を寄贈加古川の
岡田さん

県
立
歴
史
博
物
館

一一........ 

式
そ
ろ
い
「
貴
重
」

綿
繰
機
の
口
!
一
フ
ー
を
手

に
、
中
苛
婚
す
る
道
具
の
説

明
を
す
る
岡
田
迭
さ
ん

(右

)
Hい
ず
れ
も
加
古

川
市
加
古
川
町
木
村

江
戸
時
代
の
鑑
札
も

}生徒ら

「綿操耳元締Jの焼き印が
ある鑑札

-
似
顔
絵
を
描
い
て
世
代

間
交
流
「
敬
老
の
日
」
発

祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
多

可
町
八
千
代
区
な
ど
で
3

目
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
絵
を
描
こ
う

会
」
が
聞
か
れ
た
H
写
真
。

町
立
小
学
校
ア
校
の
児
童

と
、
高
齢
者
大
学

「県
い
な

み
野
学
園
」
(
加
古
川
市
)

の
学
生
ら
計
約
1
0
0
人

「空箱」のキャラクター
展 JR加古川

ぽ 駅前の元旅館を~ 活用した施設ν 「空箱」のオー
プンを記念した

」片品乍品霊yJ.t-ヴ主

スベス。
的

¥
イ

百
十

多田

り
替
え
が
で
き
た
の
で
は
」

と
う
な
ず
い
た
。

一方
、
岩
手
県
宮
古
市
の

第
一
中
学
の
バ
レ
l
部
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
犯
人
は
、

ス
ポ
ー
ツ
で
加
古
川
の
中
学

生
h
f
)

交
流
。
夜
は
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
で
親
睦
を
深
め
た
。

||  

を
植
え
た
一

を
預
か
っ
h
J

は
4
日
、一

や
避
難
者
一

「
花
で
千

が
和
ら
い

有
馬
高
1

(日)。

松一

i警EZ5452霊2525量鵠日静香宅諺
言罪宅島支繁雪さぞ勢主義宗宅喜議警ぞ曾会宍雷主筆
喜義足嬰;会問惑も見28容雲富孟李元主裂蕎重警需逼

i iifiF2362;512222i75313 
5虫歴完
雪量農 q
Z充義

i32 
同芝k含言嘉久嘉
?吋不量111~露草

i fiii諸手
;記i転Z
i家主雲iiZ荒富三事
' 示通言語が再え芳一
読皇室i胃袋皇d
!?2i ii雪訴え官

言と日「る片 重警藷里まめ芸同P童謡に
52荒i時住専雪zz暗号量言長請冨
活主義 i嘉号主義dん」木姫笥逗訪露警主と佐場

i1iiiぇjii;iiiiii号目立



資料 4

－ 32 －

F
二
コ

百
湖
隠
綿
の
庭
地

水
曜
暴
自

(
平
成
2
3
m
I
3

加
古
JII

歴
監
伝
え
る
「
ま
つ
り

州
、京
下
、

出
ご

た
鴻

v
 
i
 

議 室韮 きさ 溶 き望一 警 告
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r町

東
門

と 伸 び か げ る 。

午 前 日 時 i 午 後 3 持 。

燃 料 。 綿 木 ( ド ラ イ 立 つ J

ワ i 状 の も の ) や 、 心 府

鱒 簿 番 通 一 所 施 設 「 い り L m r J I …一

+ 学 関 一 に よ る 議 平 一 縦 一 月 十 「 り

あ る 。
の め か り の 鹿 児 嶋 阿 部 結 か

叫 り 南 東 に 約 3 0 0 M O

国 さ ん 想 0 7 9 @

号 0 9 5 6

綿 摘 み や 糸 一 紡 ぎ の 体 験 を 過 レ て 、 江 戸 時 代 に 綿 の 癒 地 だ

の 殿 山 器 類 っ て も ら お う と 弱 燃 の 締 ま つ り 」 が 3 日 、 開 か れ る 。 会 場

と な る 岡 市 加 市 川 町 架 絡 の 熔 に は 、 1 8 0 株 が 糠 え ら れ 、 純 白 の い 怖 が 秋

風 に 掠 れ る 。 ( 大 域 間 子 )

J
 

種 取 り 、 糸 紡 ぎ 体

ラ 支 く れ ぺ 1 J K ・ 引 っ こ 7w ; 〈 f t E f t - ; J ! J マ J J d r M

M ド 町 、 之 、 九 一 一 服 締 役 ま ざ 的

ノ ー い 一 勺 け さ し り 九 一 J Ri 、，， J 1 1 C I - - m 乙 J 〆 E P E m a j

は 市 川 や り に % を 配 っ た 。

台 風 で 倒 れ た も の も あ

っ た が 、 お お り ね 順 調 に

ぎ っ こ ο 0 ド s M p h J m 〉J 下 ア 2 r z U 2 4 J L V O 庁 ジ

栽 培 に 取 り 組 口 仁 川 川 さ ん

は ぺ 経 験 が 生 か さ れ 、 年

々 、 生 一 向 状 態 が よ く j は っ

て い る 」 と 話 ず の 。 ハ か

い い 雄 さ ん f m H

西 町 H と 息 子 の 克 則 さ ん

H 同 市 別 府 町 H n b が 金 闘

し 、 今 年 で 3 度 目 。 3 人

は 休 耕 間 を 活 用 し て 綿 の

栽 培 を 始 め 、 「 料 が 特 産

だ っ た 線 m k J 宮 崎 近 に 感 じ

て ほ し い 」 と イ ベ ン ト を

聞 く こ と に し た 。

通 し

i り け 刊 の 紛 が 採 れ る り

綿 i i J り じ υ、 綿 悩 み や 、

総 掛 り 機 を 使 っ た 種 取 り

作 業 、 品 車 を 閉 す 糸 紡 ぎ 、

の 体 験 が ぜ き る 。 刺 し 子 …

・ 製 織 作 家 で も あ る 克 明

お ん は 「 綿 の 木 を 尽 に す 一

ゐ 機 会 は 少 な い 。 実 際 に 一
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